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（趣旨） 

第１条 この規程は、学校法人聖母女学院（以下「本学院」という。）の役員の退任慰労金に関し必要

な事項を定めるものとする。 

２ 前項の役員とは、本学院寄附行為第５条第１項に定める理事及び監事をいう。 

（支給対象） 

第２条 役員退任慰労金は、本学院寄附行為第１５条第２項第１号又は第２号の事由によって退任し

た役員に対して支給するものとし、同条第１項の規定によって解任された役員及び同条第２項第３

号の事由によって退任した役員に対しては、支給しない。 

２ 本学院寄付行為第１５条第２項第１号の事由によって退任する場合であって、継続して役員に就

任する場合は、役員退任慰労金は支給しない。 

（支給金額） 

第３条 役員退任慰労金の支給金額は、遅くとも当該役員の退任日の前日までに常任理事会が決定し、

理事会に報告するものとする。 

２ 役員退任慰労金は、次の算式により算出する。 

  退任慰労金＝基準金額×役員在任月数×２／３ 

３ 前項の基準金額は、５０,０００円とする。ただし、本学院の職員が理事を退任した場合は支給し

ない。 

４ 前条第２項に定める役員在任月数は、継続して在任した期間を通算する。 

５ 第２項の役員在任月数の算出に当たって１カ月未満の端数が生じた場合は、１カ月に切上げる。 

６ 第２項および第３項にかかわらず、常任理事会が必要と認めたときは、算出した金額を増額もし

くは減額することができる。この場合、支給金額および増減の理由を理事会に報告するものとする。 

（支給時期） 

第４条 役員退任慰労金は、当該役員の退任後１カ月以内に支給するものとする。 

（補則） 

第５条 この規程に定めるほか役員退任慰労金について必要な事項は、常任理事会が決定し、理事会

に報告するものとする。 

（改廃） 

第６条 この規程の改廃は、常任理事会の議を経て理事会が行う。 

 

   附 則 

 この規程は平成１４年４月１日より施行する。 

   附 則 

 この規程は，２００８年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，２００８年１０月１日から施行する。 
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   附 則 

 この規程は，２０１０年３月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、２０１３年４月１日から施行する。ただし第３条第３項の規定は、２０１４年４月１

日から適用し、それまでに本学院の職員が理事を退任する場合は、なお従前の例による。 


